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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】真空ポンプに関し、低騒音で安定した動作の真 
空ポンプの軸受を提供する。
【解決手段】真空ポンプは、ハウジング１４と、ハウジ 
ング内に配置されたロータシャフト１２と、ロータシャ 
フトと接触する内輪１８及びハウジングと接触する外輪 
２０を含み、ハウジングに対してロータシャフトを回転 
可能に支持する少なくとも１つの軸受１６と、外輪上に 
軸方向の力を加える軸方向ばね２６とを備え、軸受リン 
グ２４が、軸方向ばねと外輪の間に配置され、軸受リン 
グは、ハウジングにクランプ力を加える。
【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ た ロ ー タ シ ャ フ ト と 、
　 前 記 ロ ー タ シ ャ フ ト と 接 触 す る 内 輪 及 び 前 記 ハ ウ ジ ン グ と 接 触 す る 外 輪 を 含 み 、 前 記 ハ  
ウ ジ ン グ に 対 し て 前 記 ロ ー タ シ ャ フ ト を 回 転 可 能 に 支 持 す る 少 な く と も １ つ の 軸 受 と 、
　 前 記 外 輪 上 に 軸 方 向 の 力 を 加 え る 軸 方 向 ば ね と 、
を 備 え る 真 空 ポ ン プ で あ っ て 、
　 軸 受 リ ン グ が 、 前 記 軸 方 向 ば ね と 前 記 外 輪 の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 前 記 ハ  
ウ ジ ン グ に ク ラ ン プ 力 を 加 え る 、 真 空 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 軸 受 及 び 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 軸 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 ポ ン  
プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 前 記 外 輪 に 接 触 し 、 前 記 外 輪 に 摩 擦 力 を 加 え る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に  
記 載 の 真 空 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 テ ク ス チ ャ 表 面 を 備 え る 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 真 空  
ポ ン プ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 前 記 軸 受 リ ン グ に 沿 っ て 均 等 な ク ラ ン プ 力 を 提 供 す る た め に 、 外 周  
に 沿 っ て 一 定 で な い 断 面 を 有 す る 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 真 空 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 前 記 軸 受 の 方 に 向 け ら れ 、 前 記 外 輪 と 直 接 接 触 し 、 前 記 外 輪 に 加 え  
ら れ た 前 記 軸 方 向 ば ね の 前 記 軸 方 向 の 力 の 半 径 方 向 の 力 成 分 を 生 じ る 傾 斜 面 を 備 え る 、 請  
求 項 １ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の 真 空 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 軸 受 リ ン グ と 接 触 す る 前 記 外 輪 の 接 触 面 は 、 丸 み を 帯 び て い る 、 請 求 項 １ か ら ５ の  
い ず れ か に 記 載 の 真 空 ポ ン プ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 真 空 ポ ン プ に 関 し 、 詳 細 に は 真 空 ポ ン プ の 軸 受 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 な 真 空 ポ ン プ は 、 入 口 及 び 出 口 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ を 備 え る 。 ハ ウ ジ ン グ 内 で は  
、 ロ ー タ シ ャ フ ト が 少 な く と も １ つ の 軸 受 に よ っ て 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る 。 通 常 、 ロ ー タ  
シ ャ フ ト を 支 持 す る た め に ２ つ の 軸 受 が 実 装 さ れ る 。 通 常 、 軸 受 は 、 ボ ー ル 軸 受 な ど の ロ  
ー ラ 軸 受 と し て 作 ら れ て い る 。 ロ ー タ シ ャ フ ト は 電 気 モ ー タ に よ っ て 駆 動 さ れ 、 真 空 ポ ン  
プ の ハ ウ ジ ン グ に よ っ て 作 ら れ た ス テ ー タ と 相 互 作 用 す る 、 及 び ／ 又 は 、 第 ２ の ロ ー タ シ  
ャ フ ト の ポ ン プ 要 素 と 相 互 作 用 す る 少 な く と も １ つ の ポ ン プ 要 素 を 備 え る 。 従 っ て 、 ロ ー  
タ シ ャ フ ト の 回 転 に よ り 、 ガ ス 状 媒 質 は 真 空 ポ ン プ の 入 口 か ら 出 口 ま で 運 ば れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 に 、 乾 式 真 空 ポ ン プ の ２ つ の ロ ー タ は 、 ボ ー ル 軸 受 に よ っ て 支 持 さ れ 、 ボ ー ル 軸 受 は  
、 軸 受 の 規 定 の 接 触 角 を 与 え る た め に 軸 方 向 の ば ね 力 に よ っ て 軸 受 外 輪 を 介 し て 予 圧 が か  
け ら れ て い る 。 ロ ー タ シ ャ フ ト 構 成 は 、 固 定 軸 受 及 び 浮 動 軸 受 か ら 成 る 。 浮 動 軸 受 の た め  
の ハ ウ ジ ン グ の 軸 受 座 部 内 径 は 、 固 定 軸 受 よ り も 大 き く 、 ロ ー タ が ポ ン プ ハ ウ ジ ン グ 内 で  
熱 膨 張 し た 場 合 に 浮 動 軸 受 が 軸 受 座 部 内 で 軸 方 向 に 動 く こ と が で き る よ う に な っ て い る 。  
軸 受 外 輪 と 軸 受 座 部 の 嵌 合 が 緩 い た め 、 浮 動 軸 受 は 半 径 方 向 に 動 く こ と も で き る 。 予 圧 ば  
ね の 設 計 は 、 低 い 半 径 方 向 剛 性 を も た ら す の で 、 浮 動 軸 受 は 、 心 振 れ 誤 差 、 残 留 不 釣 り 合  



10

20

30

40

50

JP 3241012 U 2023.2.14(3)

い 、 又 は ガ ス 力 に 起 因 す る 回 転 軸 の 半 径 方 向 の 変 位 に 簡 単 に 追 従 す る 可 能 性 が あ る 。 こ れ  
は 振 動 及 び 騒 音 に つ な が る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 本 考 案 の 目 的 は 、 低 騒 音 で 安 定 し た 動 作 の 真 空 ポ ン プ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 技 術 の 技 術 的 課 題 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 ポ ン プ に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 に よ る 真 空 ポ ン プ は 、 好 ま し く は 、 乾 式 真 空 ポ ン プ と し て 作 ら れ て い る 。 真 空 ポ  
ン プ は 、 ハ ウ ジ ン グ と 、 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ た ロ ー タ シ ャ フ ト と を 備 え る 。 さ ら に 、  
真 空 ポ ン プ は 、 ハ ウ ジ ン グ に 対 し て ロ ー タ シ ャ フ ト を 回 転 可 能 に 支 持 し 、 好 ま し く は 軸 受  
座 部 内 径 の 中 に 配 置 さ れ た 少 な く と も １ つ の ロ ー ラ 軸 受 を 備 え る 。 ロ ー ラ 軸 受 は 、 ロ ー タ  
シ ャ フ ト と 接 触 す る 内 輪 と 、 ハ ウ ジ ン グ 、 す な わ ち 軸 受 座 部 内 怪 の 表 面 と 接 触 す る 外 輪 と  
を 含 む 。 内 輪 と 外 輪 の 間 に は 、 ロ ー ラ 軸 受 の ボ ー ル の よ う な ロ ー ラ 要 素 が 配 置 さ れ る 。 さ  
ら に 、 外 輪 に 軸 方 向 の 力 を 加 え る た め に 、 軸 方 向 ば ね が 実 装 さ れ る 。 従 っ て 、 軸 方 向 ば ね  
に よ っ て 加 え ら れ た 軸 方 向 の 力 に よ っ て 、 ロ ー タ シ ャ フ ト の 熱 膨 張 を 補 償 す る こ と が で き  
る 。 ロ ー タ シ ャ フ ト の 熱 膨 張 時 、 ロ ー ラ 軸 受 は 熱 膨 張 の 方 向 に 移 動 す る こ と が で き 、 こ れ  
に よ り 軸 方 向 ば ね を 圧 縮 す る 。 熱 膨 張 が 減 少 す る と 、 ロ ー ラ 軸 受 は 軸 方 向 ば ね に よ る 軸 方  
向 の 力 に よ っ て 初 期 位 置 に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 に よ れ ば 、 軸 受 リ ン グ が 、 軸 方 向 ば ね と 外 輪 と の 間 に 配 置 さ れ る 。 軸 受  
リ ン グ は 、 ハ ウ ジ ン グ 、 す な わ ち 軸 受 座 部 内 径 の 表 面 に 対 し て ク ラ ン プ 力 を 加 え る 。 従 っ  
て 、 軸 受 リ ン グ に よ っ て 、 半 径 方 向 の 力 が も た ら さ れ 、 こ れ は ロ ー ラ 軸 受 の 外 輪 に 伝 達 さ  
れ る 。 軸 受 リ ン グ に よ り 外 輪 に 加 え ら れ る 半 径 方 向 の 力 に よ っ て 、 ロ ー ラ 軸 受 の 半 径 方 向  
の 動 き が 妨 げ ら れ 、 振 動 が 減 少 し 、 そ れ に よ っ て 真 空 ポ ン プ の 騒 音 が 減 少 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 ロ ー ラ 軸 受 及 び 軸 受 リ ン グ は 軸 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 ロ ー タ シ  
ャ フ ト の 熱 膨 張 に よ り 、 ロ ー ラ 軸 受 及 び 軸 受 リ ン グ は 、 連 動 し て 移 動 す る 。 詳 細 に は 、 軸  
受 リ ン グ に よ っ て 加 え ら れ る ク ラ ン プ 力 は 、 一 方 で は 軸 方 向 ば ね の 軸 方 向 の 力 に よ る 外 輪  
の 軸 方 向 へ の 加 速 度 ／ 移 動 を 減 衰 さ せ る が 、 他 方 で は 外 輪 上 に 半 径 方 向 の 力 を 加 え 、 半 径  
方 向 に 沿 っ た 振 動 及 び 騒 音 を 減 衰 さ せ る 。 熱 膨 張 は 高 速 の 作 用 で は な い の で 、 ロ ー ラ 軸 受  
の 外 輪 の 軸 方 向 へ の 加 速 度 を 低 減 す る こ と は 、 真 空 ポ ン プ の 動 作 に 不 都 合 で は な く 、 動 作  
時 の 真 空 ポ ン プ の 騒 音 の 低 減 と い う 唯 一 の 利 点 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 軸 受 リ ン グ は 、 外 輪 に 直 接 接 触 し 、 外 輪 に 摩 擦 力 を 加 え る 。 詳 細 に は 、 軸  
受 リ ン グ と ロ ー ラ 軸 受 の 外 輪 と の 間 の 摩 擦 に よ り 、 外 輪 又 は ロ ー ラ 軸 受 の 半 径 方 向 の 動 き  
が 一 般 に 減 少 し 、 真 空 ポ ン プ か ら 発 生 す る 騒 音 が 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 軸 受 リ ン グ は 、 テ ク ス チ ャ 表 面 を 備 え る 。 詳 細 に は 、 テ ク ス チ ャ 表 面 は 、  
ロ ー ラ 軸 受 の 外 輪 に 直 接 接 触 す る 。 従 っ て 、 テ ク ス チ ャ 表 面 の テ ク ス チ ャ に よ っ て 、 ロ ー  
ラ 軸 受 の 外 輪 に 加 え ら れ る 摩 擦 力 は 、 軸 受 リ ン グ の 意 図 さ れ た 減 衰 性 に 合 わ せ る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 軸 受 リ ン グ は 、 間 隙 を 有 す る ロ ッ ク リ ン グ と し て 作 ら れ る 。 こ の 間 隙 に よ  
り 、 軸 受 リ ン グ は 、 ハ ウ ジ ン グ に 挿 入 さ れ る 軸 受 リ ン グ の 外 周 、 す な わ ち ハ ウ ジ ン グ の 軸  
受 座 部 内 径 を 縮 小 す る た め に 圧 縮 す る こ と が で き る 。 解 放 す る と 、 軸 受 リ ン グ は 元 の 外 周  
に 戻 り 、 真 空 ポ ン プ の ハ ウ ジ ン グ に ク ラ ン プ 力 を 加 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 好 ま し く は 、 軸 受 リ ン グ は 、 軸 受 リ ン グ に 沿 っ て 均 等 な ク ラ ン プ 力 を 提 供 す る た め に 、  
外 周 に 沿 っ て 一 定 で な い 断 面 を 有 す る 。 詳 細 に は 、 間 隙 の 領 域 で は 、 ク ラ ン プ 力 を 減 少 さ  
せ る た め に 断 面 が 減 少 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 軸 受 リ ン グ は 、 ロ ー ラ 軸 受 の 方 に 向 け ら れ 、 外 輪 に 直 接 接 触 す る 傾 斜 面 を  
備 え る 。 傾 斜 面 に よ り 、 軸 方 向 ば ね の 軸 方 向 の 力 の 半 径 方 向 の 力 成 分 が 生 じ 、 外 輪 に 加 え  
ら れ る 。 そ の 点 で 、 半 径 方 向 の 力 は 、 ロ ー タ シ ャ フ ト の 中 心 軸 に 向 か う 半 径 方 向 で あ り 、  
ロ ー ラ 軸 受 の 半 径 方 向 の 動 き を 妨 げ 、 そ れ に よ り 騒 音 が 低 減 す る 。 詳 細 に は 、 傾 斜 面 は 、  
外 輪 又 は ロ ー ラ 軸 受 の 半 径 方 向 の 動 き を さ ら に 妨 げ る 摩 擦 力 を 生 じ さ せ る た め に 、 さ ら に  
テ ク ス チ ャ 加 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 軸 受 リ ン グ と 接 触 す る 外 輪 の 接 触 面 は 、 丸 み を 帯 び る か 又 は 面 取 り さ れ て  
い る 。 通 常 、 一 般 的 な ロ ー ラ 軸 受 の 縁 部 は 丸 み を 帯 び る か 又 は 面 取 り さ れ て い る 。 従 っ て  
、 ロ ー ラ 軸 受 の 丸 み を 帯 び た 又 は 面 取 り さ れ た 縁 部 に よ っ て 、 特 に 軸 受 リ ン グ の 傾 斜 面 に  
関 連 し て 、 半 径 方 向 の 動 き を 妨 げ る た め に 、 外 輪 及 び ロ ー ラ 軸 受 に 加 え ら れ る 半 径 方 向 の  
力 成 分 が 生 じ 、 そ れ に よ っ て 真 空 ポ ン プ の 騒 音 が 減 少 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て よ り 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 第 １ の 実 施 形 態 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 本 考 案 の 実 施 形 態 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 本 考 案 の 別 の 実 施 形 態 の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の さ ら な る 実 施 形 態 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 電 気 モ ー タ に よ っ て 回 転 さ れ 、 図 １ で は ボ ー ル 軸 受 と し て 例 示 さ れ  
る ロ ー ラ 軸 受 １ ６ に よ っ て 真 空 ポ ン プ の ハ ウ ジ ン グ １ ４ に 対 し て 支 持 さ れ る ロ ー タ シ ャ フ  
ト １ ２ が 示 さ れ て い る 。 軸 受 は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ の 軸 受 座 部 内 怪 の 中 に 配 置 さ れ る 。 ロ ー  
ラ 軸 受 １ ６ は 、 ロ ー タ シ ャ フ ト １ ２ に 直 接 結 合 さ れ て シ ャ フ ト １ ２ と 一 緒 に 回 転 す る 内 輪  
１ ８ と 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ に 直 接 結 合 さ れ た 外 輪 ２ ０ と を 備 え る 。 内 輪 １ ８ と 外 輪 ２ ０ と の  
間 に は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ 内 で ロ ー タ シ ャ フ ト １ ２ の 回 転 を 許 容 す る た め に 、 ボ ー ル 要 素 と  
し て 例 示 さ れ る ロ ー ラ 要 素 ２ ２ が 配 置 さ れ る 。 そ の 点 で 、 ロ ー ラ 軸 受 １ ６ は 、 浮 動 軸 受 と  
し て 作 ら れ て い る 、 す な わ ち 、 少 な く と も 外 輪 ２ ０ は 、 ハ ウ ジ ン グ １ ４ 、 す な わ ち 軸 受 座  
部 内 径 の 内 面 に 対 し て そ の 軸 方 向 で ク ラ ン プ 固 定 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 軸 方 向 ば ね ２ ６ は 、 外 輪 ２ ０ に 軸 方 向 の 力 を 加 え る た め に 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 ロ  
ー タ シ ャ フ ト １ ２ の 熱 膨 張 時 、 ロ ー ラ 軸 受 １ ６ は 、 軸 方 向 ば ね ２ ６ の 軸 方 向 の 力 に 抗 し て  
軸 方 向 に 移 動 す る 。 ロ ー タ シ ャ フ ト １ ２ の 熱 膨 張 が 再 び 小 さ く な る と 、 ロ ー ラ 軸 受 １ ６ は  
、 軸 方 向 ば ね ２ ６ の 軸 方 向 の 力 に よ っ て 初 期 位 置 に 戻 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 従 来 の 真 空 ポ  
ン プ で は 、 軸 方 向 ば ね ２ ６ は 半 径 方 向 の 剛 性 を 提 供 す る こ と が で き ず 、 外 輪 又 は ロ ー ラ 軸  
受 １ ６ の 半 径 方 向 の 移 動 が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 本 考 案 に よ れ ば 、 軸 方 向 ば ね ２ ６ と 外 輪  
２ ０ と の 間 に 軸 受 リ ン グ ２ ４ が 配 置 さ れ る 。 軸 受 リ ン グ ２ ４ は 、 そ の 外 周 に よ っ て ハ ウ ジ  
ン グ １ ４ に ク ラ ン プ 固 定 さ れ る 。 し か し な が ら 、 軸 受 リ ン グ ２ ４ は 、 ロ ー タ シ ャ フ ト １ ２  
の 熱 膨 張 に よ っ て 又 は 軸 方 向 ば ね ２ ６ の 軸 方 向 の 力 に よ っ て 、 依 然 と し て ロ ー ラ 軸 受 １ ６  
に 関 連 し て 軸 方 向 に 移 動 す る こ と が で き る 。 そ の 点 で 、 軸 受 リ ン グ ２ ４ は 、 外 輪 ２ ０ の 表  
面 に 直 接 当 接 し 、 ロ ー ラ 軸 受 １ ６ の 半 径 方 向 の 移 動 時 に 半 径 方 向 の 摩 擦 力 を も た ら す 。 軸  
受 リ ン グ ２ ４ と ロ ー ラ 軸 受 １ ６ の 外 輪 ２ ０ と の 間 の 摩 擦 に よ り 、 ロ ー ラ 軸 受 １ ６ の 半 径 方  
向 の 移 動 が 妨 げ ら れ 、 そ れ に よ り 、 真 空 ポ ン プ の 騒 音 が 効 果 的 に 低 減 さ れ る 。 そ の 点 で 、  
摩 擦 力 を 増 加 さ せ る た め に 、 又 は 少 な く と も 加 え ら れ た 摩 擦 力 を 所 要 の 値 に 調 整 す る た め  
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に 、 ロ ー ラ 軸 受 １ ６ の 外 輪 ２ ０ と 接 触 す る 軸 受 リ ン グ ２ ４ の 接 触 面 は 、 テ ク ス チ ャ 加 工 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 従 っ て 、 軸 受 リ ン グ ２ ４ に よ っ て 、 軸 方 向 ば ね ２ ６ の 軸 方 向 の 力 に よ る ロ ー ラ 軸 受 １ ６  
の 軸 方 向 へ の 加 速 度 は 、 軸 受 リ ン グ ２ ４ に よ っ て も た ら さ れ る 半 径 方 向 の 力 に よ っ て 低 減  
さ れ る 。 し か し な が ら 、 ロ ー ラ 軸 受 １ ６ の 移 動 は 依 然 と し て 可 能 で あ り 、 同 時 に ロ ー ラ 軸  
受 １ ６ の 半 径 方 向 の 移 動 は 、 ロ ー タ シ ャ フ ト １ ２ の 中 心 ア ク セ ス （ ｃ ｅ ｎ ｔ ｅ ｒ   ａ ｃ ｃ  
ｅ ｓ ｓ ） に 向 か う 加 え ら れ た 半 径 方 向 の 摩 擦 力 に よ り 妨 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ Ａ を 参 照 す る と 、 間 隙 を 有 す る ク ラ ン プ リ ン グ と し て 作 ら れ た 軸 受 リ ン グ ２ ４ Ａ の  
第 １ の 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 ク ラ ン プ リ ン グ ２ ４ Ａ の 両 端 を 一 緒 に 圧 縮 す る こ と に よ  
っ て 、 軸 受 リ ン グ ２ ４ Ａ の 外 周 は 減 少 す る 。 こ の 状 態 で 、 軸 受 リ ン グ ２ ４ Ａ は 、 真 空 ポ ン  
プ の 軸 受 を 収 容 す る ハ ウ ジ ン グ １ ４ の 軸 受 座 部 内 径 の 中 に 導 入 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ Ｂ に 示 す 別 の 実 施 形 態 で は 、 軸 受 リ ン グ ２ ４ Ｂ は 一 定 で な い 断 面 を 提 示 し 、 そ れ に  
よ っ て 、 軸 受 リ ン グ ２ ４ Ｂ に よ っ て ハ ウ ジ ン グ １ ４ に 加 え ら れ る ク ラ ン プ 力 は 、 軸 受 リ ン  
グ ２ ４ Ｂ の 周 囲 に 沿 っ て 均 等 に 分 配 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 考 案 の 別 の 実 施 形 態 が 示 さ れ て い る 。 そ こ で は 、 同 一 又 は 類 似 の  
要 素 に は 同 一 の 参 照 符 号 が 付 与 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ の 実 施 形 態 で は 、 軸 受 リ ン グ ２ ４ は 、 ロ ー ラ 軸 受 １ ６ に 向 か っ て 角 度 付 け さ れ た 傾  
斜 面 ３ ０ を 有 す る 。 傾 斜 面 ３ ０ は 、 ロ ー ラ 軸 受 １ ６ の 外 輪 ２ ０ の 丸 み を 帯 び た 又 は 面 取 り  
さ れ た 縁 部 に 接 触 す る 。 傾 斜 面 ３ ０ と ロ ー ラ 軸 受 １ ６ の 面 取 り さ れ た 又 は 丸 み を 帯 び た 面  
３ ２ と の 相 互 作 用 に よ り 、 軸 方 向 ば ね ２ ６ の 軸 方 向 の 力 か ら ロ ー タ シ ャ フ ト の 中 心 軸 に 向  
か う 半 径 方 向 の 力 成 分 が 生 成 さ れ る 。 こ の 半 径 方 向 の 力 成 分 に よ り 、 ロ ー ラ 軸 受 １ ６ の 半  
径 方 向 の 移 動 が 妨 げ ら れ 、 そ れ に よ っ て 、 真 空 ポ ン プ の 騒 音 は 低 減 さ れ る が 、 依 然 と し て  
軸 受 １ ６ は 熱 膨 張 下 で 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 真 空 ポ ン プ は 乾 式 真 空 ポ ン プ で あ り 、 そ れ ら の 真 空 ポ ン プ は 、 摩 擦 が な く  
、 ガ ス 負 荷 が 少 な い た め 、 騒 音 が 最 も 重 要 で あ る 。 従 っ て 、 本 考 案 に よ り 、 真 空 ポ ン プ 、  
特 に 乾 式 真 空 ポ ン プ か ら 発 生 す る 騒 音 が さ ら に 減 少 し 、 こ れ ら の 真 空 ポ ン プ の 有 用 性 及 び  
汎 用 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ２   ロ ー タ シ ャ フ ト
１ ４   ハ ウ ジ ン グ
１ ６   ロ ー ラ 軸 受
１ ８   内 輪
２ ０   外 輪
２ ２   ロ ー ラ 要 素
２ ４   軸 受 リ ン グ
２ ６   軸 方 向 ば ね



10

20

30

40

50

JP 3241012 U 2023.2.14(6)

【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ３ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 2 月 2 1 日 ( 2 0 2 2 . 1 2 . 2 1 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ハ ウ ジ ン グ と 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 内 に 配 置 さ れ た ロ ー タ シ ャ フ ト と 、
　 前 記 ロ ー タ シ ャ フ ト と 接 触 す る 内 輪 及 び 前 記 ハ ウ ジ ン グ と 接 触 す る 外 輪 を 含 み 、 前 記 ハ  
ウ ジ ン グ に 対 し て 前 記 ロ ー タ シ ャ フ ト を 回 転 可 能 に 支 持 す る 少 な く と も １ つ の 軸 受 と 、
　 前 記 外 輪 上 に 軸 方 向 の 力 を 加 え る 軸 方 向 ば ね と 、
を 備 え る 真 空 ポ ン プ で あ っ て 、
　 軸 受 リ ン グ が 、 前 記 軸 方 向 ば ね と 前 記 外 輪 の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 前 記 ハ  
ウ ジ ン グ に ク ラ ン プ 力 を 加 え る 、 真 空 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 軸 受 及 び 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 軸 方 向 に 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 ポ ン  
プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 前 記 外 輪 に 接 触 し 、 前 記 外 輪 に 摩 擦 力 を 加 え る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に  
記 載 の 真 空 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 テ ク ス チ ャ 表 面 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 前 記 軸 受 リ ン グ に 沿 っ て 均 等 な ク ラ ン プ 力 を 提 供 す る た め に 、 外 周  
に 沿 っ て 一 定 で な い 断 面 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 軸 受 リ ン グ は 、 前 記 軸 受 の 方 に 向 け ら れ 、 前 記 外 輪 と 直 接 接 触 し 、 前 記 外 輪 に 加 え  
ら れ た 前 記 軸 方 向 ば ね の 前 記 軸 方 向 の 力 の 半 径 方 向 の 力 成 分 を 生 じ る 傾 斜 面 を 備 え る 、 請  
求 項 １ に 記 載 の 真 空 ポ ン プ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 軸 受 リ ン グ と 接 触 す る 前 記 外 輪 の 接 触 面 は 、 丸 み を 帯 び て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の  
真 空 ポ ン プ 。
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